
① －
☆☆☆

－

－

2,111

（平成21年度事業）

施策への
貢献度平成21年度

人件費 人工数

所　　　　属　　　　長　　　　評　　　　価

人件費

事務事業

施策を構成する

事　務　事　業

事業費等（単位：千円，人）

0 19

林道整備事業 Ｃ

林道維持管理事業(備前)

1

農林水産課長

横山雅一

0869-64-1831

閑谷の森管理運営事業

施　策　名
（小項目）

林業

コード

04-01-02

作
成
者

役職

氏名

電話

豊かな食を支えるまちづくり

もてなしの心とたくましさのあるまちづくり

時間7.0このシート作成に要した時間

0 262 150

0.03

－

－ 1,713－

－

4 948

－

－－－

平成20年度

－

169－

－

－

0.44

人工数
直　接
事業費

直　接
事業費

2,172

人工数

2,769

経費の
性 質

義務的
経常的
その他

☆☆☆ その他

0.28

☆☆☆☆☆
　～
☆

その他☆☆☆☆

－－

2 053 2 422 0 30

－

(高 ～ 低)

単 市 －

1 6375 888

－

直　接
事業費

評価結果

Ａ ～ Ｅ

単 市

平成19年度

13,743補 助

－ －

備　　前 　市 　施 　策 　評 　価 　シ 　ー 　ト

－

政策の体系
基本目標（大項目）

－基本施策（中項目）

9,604 15,4160.29

人件費

森林所有者や地域住民に対し 森林整備や治山事業を行い 良質な水資源の安定的な供給や山地災害の防止と住対象と目的 その他

事業分類

小規模林道整備事業
安全安心おかやま農山漁村基盤臨時整備事業

単独事業

細　事　業

補 助

単 市

⑥ 施策構成事務事業の評価

備前市総合計画の内容から記載する

・

・

・

・

・

・

・

2

3

－

単 市

－

治山事業 Ｃ

0

－

0

02,400 0.12654

186

単独事業

186

－

補 助

1,062

単 市

－単 市

☆☆☆

893 0.02

444

0

0.00

0.05 0

－

70

0.01

その他

0.04

☆☆☆☆0.01

人件費のみ

人件費のみ

0.01
☆☆☆☆

－

その他0.00

☆☆☆

☆☆☆

その他☆☆☆☆

☆☆☆

－

0.19

0.01

☆☆☆

－

34

367

－

0

－

176

1,491

－

－

120

－

－

0.00

人件費のみ

☆☆☆ 人件費のみ

☆☆☆

200 0.02

0.19

－

0

－

23

0.04

林道維持管理事業(備前)

施策展開 治山事業の推進を図る。
③ 林道の整備を図る。

造林事業の推進を図る。

0

0.00

0.02

－

0.01

森林普及振興事業

168

1,731 0.18

0.02

893

－

0.262,150

1,891

0

0.01

0.04

703 0.10

－

－

337

343

－ －

－93

497

107

4,948

－

293

－

331

2,053 2,422 0.30

515

2,332 0

0

429

治山施設維持管理事業(日生)

生活環境保全林管理事業(吉永)

水源林整備事業

②

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

森林組合などへの支援を行う。
Ｃ

林道維持管理事業(吉永)

林道維持管理事業(日生)

0.01

単 市

0.08

単 市

補 助 494

単 市

0.05単 市

0.020 00.03

1,6375,888単 市

200

0.01

158

0.12

0.02

1,834

129

4,016

0.01

168 0.02

0.010.00

1,189

567

50

0

－－

0.04

399 1120.02

0

0

－ －

0

0

0.01

93

93

93保健保安林管理事業(吉永)

567

森林総合利用施設管理運営事業(吉永)

平成19年度 平成21年度平成20年度

補 助 0

－

50

966

単 市 0

林政事業

森林管理巡視事業(吉永)

単 市

森林整備計画等事務

0

－補 助

0

93

0

林地災害復旧事業

松くい虫予防事業(備前)

(誰のために、何の
ために)

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

森林所有者や地域住民に対し、森林整備や治山事業を行い、良質な水資源の安定的な供給や山地災害の防止と住
民の憩いの場の提供を計る。

①　人工林は各地に分散しており施業の共同化行いにくい。
②　人工林のほとんどが若齢林で将来の伐採期に備え、適切な保育施業の必要がある。
③　林業に対する関心の希薄化と後継者不足、林業労働者の高齢化及び森林の荒廃が問題である。

現況と課題

対象と目的

－

単 市

単 市

単 市森林管理巡視事業(備前)

その他

その他

その他

治山施設維持管理事業(吉永)

399

生活環境保全林管理事業(備前)

93

④市民意識調査による施策の重要度・満足度

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

3

森林保全は、木材の生産にとどまらず、環境保全に大きく貢献していることから、森林を保全するための林道整備等事業実施は
妥当であると考えます。

5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

＜成果指標の妥当性＞
施策の目的・成果を表現してい
るか？

- 12.7

3

項　　　目

- 19.0 - 15.8- 15.4

調査結果に対するコメント、
市民の反応等

満足度（%）

H22

2.5

H19 H20 H21

1.93.5

山地災害の防止、生活環境の保全及び身近な自然とのふれあいの場としての森林の持つ重要性は高まっている
が、重要度、満足度は共に低い。

3.6重要度（%）

調査年度

＜事業構成の適当性＞

調査対象でない施策
は、市民の反応等

平成19年度

説明・期待される効果

10,738 1.38

平成21年度平成20年度

評価

1

実施主体

9,436 1.20 8,51035,299

事業構成は 森林を守り 災害や環境保全を目的とした内容の事業であり 国・県との連携を密にした事業内容であるため 適

31,133

新規に必要な事業・連携が必要な事業

0.9835,579
この施策に費やした資源（単位：千円，人）

H19
H20

H21

H22

-50

-30

-10

10

30

50

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

満
足
度

重要度

⑧ 施策の評価

⑦ ⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度 満足度

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低

％

％

％

ha

ha

％

％

3

32.0

128.0

34.8

翌年度（H23年度）取組目標

現有森林面積の確保 H23

整備済延長／実施計画林道延長
※0.4955㎞／1.310㎞

H2235.0

18,647

役職

氏名

産業部長

竹林　幸一

－

18,647

H28

H22

18,647

18,647

18,647

116.0

H22

－

2

参
考
指
標
①

100.0

ベンチマーク

達成率
森林面積

目標

実績

達成率

ベンチマーク

実績

H23

108.0

37.8

－
参
考
指
標
②

目標

H23

25.0 30.0

100.0100.0

18,64718,647

18,647

林業を取り巻く環境は依然として厳しい状況にあり、近隣の森林組合とも協力しながら森林の保護・活用を進める必要が
ある。

3 中立

過年度実績

H19

＜事業構成の適当性＞
手段は最適か？

H20

＜施策の有効性＞
指標分析、評価年度･ 中長期の
達成見込みは？H21

成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

評価年度
施策に対する成果指標名

成
果
指
標

林道(開設・改良)整備率

ベンチマーク

達成率

目標

実績

単
位

－

目標値

－

18,647

H28

40.0

70.0

－

H28

林業維持管理事業については現状維持をすること。
生活環境保全林の維持管理は、管理団体の地元住民と良く協議し、投資効果も考えながら対応すること。

二次評価者コメント
基本施策への

貢献度

本年度（H22年度）取組内容
（課 題 解 決 状 況）

3

37.5

3 山地災害防止からも必要な施策であり有効と考えます。

事業構成は、森林を守り、災害や環境保全を目的とした内容の事業であり、国・県との連携を密にした事業内容であるため、適
当と考えております。

森林保全のため、今後も事業投資が考えられますが、地域の要望、緊急度等を考慮し、事業を推進して頂きたい。

⑤ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

％

－

H28

H23

H22

ベンチマ ク②

ベンチマーク

参
考
指
標
③

目標

実績

達成率

－

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低



(3)

施策名 林業

38 76 0.01

0 02 －0 01550 93

単 市 0 0

530 192

0.00 0

－単 市 －

その他

0 0

☆☆☆
38

0 0.000.00

☆☆☆ その他

その他☆☆☆

731 596 0.06

78

0.08 367

0.01

0.03228

0.02

人工数 人工数

松くい虫被害対策地区推進連絡事務(備前) 補 助

松くい虫予防事業(日生) 補 助

39 57

453477

松くい虫駆除事業(備前)

松くい虫駆除事業(吉永)

(森林普及振興事業)

Ａ ～ Ｅ 直　接
事業費

直　接
事業費

松くい虫被害対策地区推進連絡事務(日生)

(高 ～ 低)

事業分類

平成19年度

直　接
事業費

人件費

（平成21年度事業）

所　　　　属　　　　長　　　　評　　　　価

施策を構成する
事　務　事　業

事務事業

細　事　業

事業費等（単位：千円，人）

評価結果 平成20年度 平成21年度

人件費

施策への
貢献度

経費の
性 質

☆☆☆☆☆
　　～
☆

義務的
経常的
その他

Ｃ
補 助

人工数人件費

⑥ 施策構成事務事業の評価

4

5

120 0

10 0

2,700

11

302

462 0

0

(社)県緑化推進協会会費 単 市

単 市

森林整備地域活動支援推進事業

単 市

備前(東備)地区治山林道協会負担金

県林業改良普及協会東備支部負担金 単 市

単 市

0

補 助 0

造林事業

単 市

三国地区財産区管理事業特別会計繰出金 単 市

林業関連負担金事務 Ｃ

森林整備地域活動支援交付金

Ｃ

記念造林保育事業 単 市

0.00

H19終了

H19終了

森林組合助成金

募金及び植樹事業

県治山林道協会負担金

0

0

0 00

0.00

0.00

単 市

単 市

県内国有林野等所在市町村長協議会負担金

全国森林レクリェーション協会負担金

吉井川流域林業活性化協議会負担金

おかやまの森整備公社出資金

緑の少年隊活動奨励金

単 市 0

30 0.00

4,400 H20終了

その他

H19終了

H19終了

☆

182 0.00 その他☆☆0.02

0 0.00

299 0.04 6 0

0.00

0.00 2 0 0.00

0.00 210

0 0.00 9

265 32

0.00

0 ☆☆0.00

0 0 0.00 ☆☆

その他☆☆0.00

124

120

179 その他

その他0.00 120

義務的

－149

0.014050.01

0.00 －

27

100

405 1000 0.00

0

120 00

0.00 015 0.0012 19

－

☆☆☆

0.00

80

5,177

405単 市

0.04補 助 5,173 372

0.00

5,1770.01

0 43

その他130 0.01

その他141 0.01
☆☆☆☆☆

☆☆

その他

0 0

0.00 0

0.01

0.00 0

0.02214

造林事業補助事務 補 助

補 助

その他☆☆☆0 0.00

21493

0 10 0.00 ☆☆☆

199259

－ － － －

0.02 －

－補 助

0 0

－－ － －

0.00 0

0.01550 93 530 192 －単 市 －松くい虫駆除事業(吉永)

森林等環境整備事業

10 0

県内市町村林野振興対策協議会負担金 単 市 3 H19終了

H19終了0.00単 市県内国有林野等所在市町村長協議会負担金

0 0.00


